
【
解
説
】

一

架
蔵
の
『
西
国
順
礼
大
縁
記
』（
写
本
）
一
冊
に
つ
い
て
、

簡
単
な
解
説
と
と
も
に
、
翻
刻
文
、
校
訂
・
解
読
文
を
付
し

て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

江
戸
後
期
の
写
本
一
冊
。
料
紙
は
楮
と
椏
の
交
ぜ
漉

き
。
縦
二
八
・
九
糎
、
横
二
十
・
二
糎
。
表
紙
・
裏
表

紙
と
も
本
文
共
紙
。
袋
綴
、
仮
綴
。
全
十
二
丁
、
墨
付

本
文
十
丁
。
本
文
は
毎
半
葉
十
行
。
拙
い
手
跡
の
平
仮

名
主
体
の
漢
字
交
り
文
。
外
題
は
表
紙
中
央
に
打
ち
付

け
書
き
で
、「
西
國
順
礼
大
縁
記
」
と
大
書
す
る
。

本
書
は
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
巡
礼
の
起
源
と
そ
の
展

開
、
及
び
巡
礼
の
功
徳
、
効
験
、
利
益
な
ど
に
つ
い
て
、
一

冊
本
と
し
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
梗
概

を
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
の
頃
、
大
和
国
長
谷
寺
の

開
山
徳
道
上
人
は
百
万
部
の
法
華
経
を
書
写
し
、
そ
の

供
養
の
導
師
を
誰
に
す
べ
き
か
悩
ん
で
い
た
。
す
る
と
、

閻
魔
王
か
ら
請
ぜ
ら
れ
、
播
磨
国
書
写
の
開
山
性
空
上

人
を
導
師
と
す
べ
き
由
告
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
徳
道

上
人
は
性
空
上
人
に
頼
み
、
供
養
を
遂
げ
た
。

供
養
の
後
、
性
空
上
人
は
閻
魔
王
の
所
へ
参
る
。
閻

魔
王
は
、
日
本
国
に
生
身
の
観
音
霊
場
が
三
十
三
所
あ

る
こ
と
、
そ
れ
を
順
礼
し
た
者
は
、
必
ず
浄
土
に
迎
え

『
西
国
順
礼
大
縁
記
』
に
つ
い
て
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ら
れ
る
と
誓
願
し
た
こ
と
を
告
げ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

旨
を
記
し
た
日
記
を
性
空
上
人
に
与
え
る
。
上
人
は
近

頃
の
衆
生
は
信
じ
ま
い
と
申
し
上
げ
る
と
、
閻
魔
王
は

順
礼
の
者
に
は
、
極
楽
浄
土
へ
と
観
音
が
必
ず
迎
え
に

や
っ
て
来
よ
う
と
の
新
た
な
祈
請
を
し
、
そ
の
祈
請
文

と
先
の
日
記
を
上
人
に
授
け
る
。
上
人
は
そ
れ
を
津
の

国
中
山
寺
に
納
め
た
。

養
老
二
年
（
七
一
八
）
の
こ
と
、
熊
野
権
現
は
卑
し

い
凡
夫
に
身
を
変
え
、
衆
生
済
度
の
た
め
、
中
山
寺
か

ら
性
空
上
人
が
納
め
た
日
記
を
取
り
出
し
、
始
め
て
順

礼
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
花
山
法
皇
は
十
九
歳
の
時
、
河
内
国
石

川
郡
磯
長
里
の
上
宮
（
聖
徳
）
太
子
の
御
墓
近
く
に

住
む
仏
眼
上
人
を
召
し
出
し
、
上
人
を
戒
師
と
し
て

出
家
、
法
名
を
入
覚
と
称
し
た
。
法
皇
が
仏
眼
上
人

に
、
ど
の
よ
う
な
布
施
で
も
与
え
る
と
仰
せ
ら
れ
る

と
、
仏
眼
上
人
は
霊
亀
二
年
に
性
空
上
人
が
中
山
寺
に

納
め
た
日
記
を
召
し
出
し
、
衆
生
を
お
助
け
な
さ
る
よ

う
に
と
申
し
上
げ
る
。
法
皇
は
日
記
を
拝
見
し
、
永
観

二
年
（
九
八
四
）
三
月
十
五
日
、
仏
眼
上
人
を
先
達
と

し
て
、
御
供
の
人
々
と
共
に
、
熊
野
那
智
山
如
意
輪
堂

よ
り
始
め
て
、
順
礼
な
さ
っ
た
。
仏
眼
上
人
は
法
皇
に
、

三
十
三
所
観
音
霊
場
で
歌
を
一
首
ず
つ
詠
ま
れ
る
よ
う

に
と
告
げ
、
仏
眼
上
人
は
第
三
十
三
番
の
美
濃
の
谷
汲

で
、
三
首
の
歌
を
詠
じ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
順
礼
を
結

願
す
る
。
そ
れ
は
熊
野
那
智
山
よ
り
始
め
て
、
美
濃
の

谷
汲
ま
で
、
国
数
は
十
二
ヵ
国
、
道
程
は
七
百
十
四
里
、

日
数
は
七
十
五
日
で
あ
っ
た
。

順
礼
を
終
え
る
と
、
仏
眼
上
人
は
内
裏
に
一
日
逗
留

し
、
熊
野
那
智
山
証
誠
殿
に
用
が
あ
る
と
述
べ
て
消
え

失
せ
る
。
法
皇
は
仏
眼
上
人
が
熊
野
権
現
の
変
化
の
者

で
あ
る
と
察
し
、
熊
野
に
参
詣
し
て
、
七
日
間
参
籠
す

る
。
す
る
と
、
熊
野
権
現
が
現
れ
、
順
礼
の
輩
に
は
、

今
生
で
は
解
脱
の
種
を
守
り
、
来
世
で
は
七
世
の
父

母
、
兄
弟
、
眷
属
ま
で
成
仏
さ
せ
る
と
の
御
託
宣
が
あ

る
。
法
皇
は
尊
く
思
い
、
そ
の
後
、
那
智
に
千
日
籠
っ

て
、
下
向
の
時
に
は
二
度
目
の
順
礼
を
行
っ
た
。

続
け
て
、
順
礼
に
は
十
の
徳
が
あ
る
こ
と
、
熊
野
権
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現
の
御
託
宣
、
及
び
富
士
権
現
の
御
託
宣
を
記
す
。

最
後
に
、
こ
の
縁
起
を
一
度
聴
聞
の
者
は
順
礼
を
一

度
し
た
こ
と
に
当
た
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
を
信
仰
す

る
者
は
寿
命
が
延
び
、
七
珍
万
宝
の
泉
が
湧
く
な
ど
の

御
利
益
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
縁
起
を
一

日
に
一
度
は
読
む
べ
き
こ
と
、
読
ま
な
い
時
は
、
毎
朝

頭
上
高
く
戴
く
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
結
ぶ
。

や
や
長
い
梗
概
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
要
点
を
整
理
し

て
記
す
と
、

①　

長
谷
寺
開
山
徳
道
上
人
が
法
華
経
書
写
供
養
の
導
師

と
し
て
、
閻
魔
王
か
ら
性
空
上
人
を
推
挙
さ
れ
る
。

②　

性
空
上
人
は
閻
魔
王
宮
に
参
り
、
閻
魔
王
か
ら
、
日

本
国
の
観
音
霊
場
三
十
三
所
の
所
在
を
示
し
た
日
記

を
授
か
り
、
蘇
生
し
て
、
そ
れ
を
津
の
国
中
山
寺
に

納
め
る
。

③　

熊
野
権
現
が
凡
夫
に
変
じ
、
中
山
寺
か
ら
日
記
を
取

り
出
し
、
順
礼
を
始
め
て
行
う
。

④　

花
山
法
皇
は
仏
眼
上
人
を
戒
師
と
し
て
出
家
し
、
上

人
を
先
達
と
し
て
、
熊
野
那
智
山
か
ら
美
濃
の
谷
汲

ま
で
の
観
音
霊
場
三
十
三
所
の
順
礼
を
行
う
。

⑤　

仏
眼
上
人
は
熊
野
権
現
の
変
化
で
あ
る
。

⑥　

熊
野
権
現
と
富
士
権
現
の
御
託
宣
が
あ
る
。

⑦　

順
礼
の
功
徳
、
効
験
、
利
益
を
述
べ
、
本
書
の
聴
聞
、

読
み
上
げ
、
及
び
信
仰
を
勧
め
る
。

に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

二

と
こ
ろ
で
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
成
立
と
そ
の
巡

礼
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、
通
説
で
は
、
平
安
時
代
末
期
の
こ
と
で
あ
ろ

う
と
さ
れ
て
い
る（
１
）。

観
音
霊
場
巡
礼
の
起
源
伝
承
を
記
す
文
献
資
料
と
し
て
は
、

次
の
（
ア
）
～
（
エ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
ア
）　

十
五
世
紀
前
半
成
立
、『
枝
葉
抄
』（
醍
醐
寺
蔵
）

の
「
観
音
卅
三
所
」
の
記
事（
２
）。

（
イ
）　

文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
成
立
、『
壒
囊
抄
』
巻

十
二―

九
、「
卅
三
所
観
音
事
」
の
記
事（
３
）。

（
ウ
）　

享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
成
立
、『
竹
居
清
事
』
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の
記
事（
４
）。

（
エ
）　

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
頃
成
立
、『
天
陰
語
録
』

の
記
事（
５
）。

（
ア
）
は
す
で
に
拙
稿
で
指
摘
し
た（
６
）

文
献
資
料
で
あ
る
。

『
枝
葉
抄
』
は
十
五
世
紀
前
半
に
醍
醐
寺
報
恩
院
十
世
、
第

百
二
十
代
東
寺
長
者
の
大
僧
正
隆
源
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

雑
録
で
、
醍
醐
寺
関
連
の
諸
記
録
、
聞
書
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
醍
醐
寺
蔵
本
に
は
隆
源
自
筆
の
十
冊
本
と
五
冊
本

が
あ
る
が
、「
観
音
卅
三
所
」
は
十
冊
本
の
中
の
一
冊
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
観
音
霊
場
三
十
三
所
の
寺
院
名
、
本
尊
名
が

国
別
に
順
次
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
最
末
尾

に
「
或
云
」
と
し
て
、
普
賢
寺
僧
正
覚
忠
（
長
谷
僧
正
と
号

す
）
が
頓
死
し
て
閻
魔
王
宮
に
参
り
、
閻
魔
王
か
ら
日
本
国

の
生
身
の
観
音
の
霊
場
三
十
三
所
の
在
所
を
示
さ
れ
、
蘇
生

し
て
後
に
参
詣
を
開
始
し
、
そ
れ
以
後
天
下
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
、
巡
礼
起
源
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

覚
忠
（
一
一
一
八―

一
一
七
七
）
は
平
安
末
期
の
天
台

宗
寺
門
派
の
僧
で
、
関
白
藤
原
忠
通
の
子
息
で
あ
る
。
応

保
二
年
（
一
一
六
二
）
第
五
十
代
天
台
座
主
、
長
寛
二

年
（
一
一
六
四
）
大
僧
正
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
第

三
十
二
代
園
城
寺
長
吏
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
覚
忠
は

『
寺
門
高
僧
記
』
巻
六
「
覚
忠
伝
」
に
よ
れ
ば
、
応
保
元

年
（
一
一
六
一
）
正
月
に
三
十
三
所
観
音
霊
場
巡
礼
を
始
め
、

日
数
七
十
五
日
で
巡
礼
を
行
っ
た
僧
で
あ
る
（『
寺
門
伝
記

補
録
』
巻
九
で
は
「
前
大
僧
正
覚
忠
三
十
三
所
巡
礼
記
」）。

こ
の
覚
忠
の
冥
界
訪
問
譚
を
巡
礼
の
起
源
と
す
る
伝
承
は
、

管
見
で
は
他
の
文
献
資
料
に
は
見
出
せ
ず
、
西
国
三
十
三
観

音
霊
場
巡
礼
の
由
来
を
説
く
最
古
の
も
の
と
し
て
重
要
で
あ

る
。（

イ
）
は
洛
東
観
勝
寺
の
学
僧
行
誉
が
、
文
安
三
年

（
一
四
四
六
）
に
撰
述
し
た
雑
纂
の
事
典
で
あ
る
『
壒
囊
抄
』

巻
十
二―

九
の
「
卅
三
所
観
音
事
」
に
見
ら
れ
る
記
事
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
那
智
山
如
意
輪
堂
か
ら
始
ま
り
、
寺
院
名
、

本
尊
名
、
所
在
地
、
願
主
ま
た
は
建
立
者
名
を
掲
げ
、
最
後

は
御
室
戸
寺
で
終
え
る
。
末
尾
に
は
順
番
に
は
諸
説
あ
る
と

し
、
こ
の
記
は
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
長
谷
僧
正
（
覚
忠

の
こ
と
）
が
参
詣
し
た
次
第
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
あ
る
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夜
、
長
谷
僧
正
が
夢
で
閻
魔
王
宮
に
参
り
、
日
本
の
生
身
の

観
音
三
十
三
所
を
註
し
た
記
録
を
見
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
日

記
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
（
ア
）
の
『
枝
葉
抄
』
の
起
源

伝
承
と
類
似
し
た
も
の
で
、
そ
の
異
伝
と
も
い
う
べ
き
起
源

伝
承
と
い
え
よ
う
。

（
ウ
）
は
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
に
、
五
山
僧
慧
鳳
が

記
し
た
語
録
で
あ
る
『
竹
居
清
事
』
の
「
搏
桑
西
州
三
十
三

拝
巡
礼
観
音
堂
図
記
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
永
観
年
中
（
九
八
三

―

九
八
五
）、
花
山
上
皇
が
仏
眼
上
人
を
戒
師
と
し
て
出
家

す
る
。
す
る
と
、
仏
眼
上
人
は
、
昔
、
養
老
年
間
（
七
一
七

―

七
二
四
）
に
長
谷
寺
の
得
（
徳
）
道
上
人
が
頓
死
し
て

冥
府
に
至
り
、
閻
魔
王
か
ら
観
音
霊
場
三
十
三
所
の
名
の
印

文
を
授
か
る
。
得
道
上
人
は
蘇
生
し
て
後
、
そ
れ
を
中
山
寺

に
納
め
た
と
告
げ
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
花
山
上
皇
は
、
中
山

寺
か
ら
印
文
を
召
し
出
し
、
仏
眼
上
人
を
伴
っ
て
観
音
霊
場

三
十
三
所
の
巡
礼
を
行
っ
た
。

こ
の
起
源
伝
承
は
、
近
世
期
に
敷
衍
、
増
幅
さ
れ
て
展
開

す
る
起
源
伝
承
の
根
源
と
も
い
う
べ
き
内
容
で
、
そ
の
最
も

古
い
記
録
と
い
え
る
。　

（
エ
）
は
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
頃
、
十
五
世
紀
後
半

に
著
さ
れ
た
五
山
僧
竜
沢
の
語
録
、『
天
陰
語
録
』
の
「
越

前
河
合
荘
岩
坂
三
十
三
所
巡
礼
観
音
安
座
点
眼
法
語
」
の
項

の
記
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
養
老

年
中
、
大
和
国
長
谷
寺
の
威
光
上
人
が
頓
死
し
て
、
冥
府

に
至
る
。
閻
魔
王
か
ら
観
音
の
霊
場
三
十
三
所
を
教
え
ら
れ
、

そ
の
宝
印
を
賜
る
。
上
人
は
蘇
生
後
、
そ
れ
を
中
山
寺
に
納

め
る
。
そ
の
後
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
夏
、
花
山
上
皇
は

十
九
歳
で
出
家
、
入
覚
と
称
し
た
。
そ
し
て
観
音
霊
場
巡
礼

を
始
め
た
。
そ
れ
は
南
紀
那
智
に
始
ま
り
、
東
濃
谷
汲
に
終

る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
（
ウ
）
の
得
（
徳
）
道
上
人
の
巡
礼
起
源
伝
承
を

威
光
上
人
に
変
え
た
、
変
奏
と
も
い
う
べ
き
起
源
伝
承
で
あ

る
。右

に
掲
げ
た
よ
う
な
三
十
三
所
観
音
霊
場
巡
礼
の
起
源

伝
承
は
、
近
世
期
に
至
る
と
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場

記
、
ま
た
は
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
図
会
な
ど
の
冒
頭

に
、
そ
の
由
来
を
示
す
形
で
記
述
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
松
誉
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巌
的
著
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
真
鈔
』（
宝
永
二
年

〈
一
七
〇
五
〉
刊
）
の
冒
頭
の
「
西
国
三
十
三
所
之
権
輿
」

は
本
書
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
る
。
本
書
の
要
点
の
①
～
⑥

全
て
を
順
次
含
ん
で
お
り
（
た
だ
し
、
②
で
閻
魔
王
宮
に
参

る
の
は
徳
道
上
人
）、
ま
た
、
語
句
、
筋
の
展
開
、
表
記
も

一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
本
書
の
原
拠
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
と
は
小
異
も
あ
る
。
本
書
で
は
要

点
⑦
を
付
加
す
る
な
ど
、
敷
衍
、
増
幅
し
て
い
る
部
分
も
あ

る
の
で
、
本
書
の
直
接
の
典
拠
と
は
い
え
な
い
。

次
に
、
厚
誉
春
鶯
述
・
辻
本
基
定
図
『
西
国
三
十
三
所
霊

場
記
図
会
』（
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
刊
）
の
冒
頭
「
西

国
三
十
三
所
順
礼
の
由
来
」
で
は
、
徳
道
上
人
の
冥
界
訪
問

譚
、
花
山
天
皇
の
出
家
、
仏
眼
上
人
と
の
巡
礼
譚
な
ど
を
画

図
を
挿
入
し
て
詳
述
す
る
。
近
世
期
の
順
礼
起
源
伝
承
と
し

て
、
完
成
さ
れ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。

更
に
、
暁
鐘
成
編
『
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
』（
嘉
永

六
年
〈
一
八
五
三
〉
刊
）
の
冒
頭
「
観
音
霊
地
順
拝
之
権

輿
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
巡
礼
起
源
伝
承
の
諸
説
を
、

典
拠
を
掲
げ
て
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
諸
伝
承
の

総
集
編
と
も
い
う
べ
き
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

三

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
巡

礼
の
起
源
伝
承
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
一
冊

本
と
し
て
ま
と
め
て
書
き
記
さ
れ
た
も
の
が
本
書
な
の
で
あ

る
。
同
類
の
一
冊
本
と
し
て
は
、
架
蔵
本
に
『
西
国
三
拾

三
所
由
来
』（
元
治
元
年
〈
一
八
六
四
〉
四
月
写
）
が
あ
る（
７
）。

全
四
十
一
丁
で
詳
し
い
内
容
で
あ
る
。
ま
た
。
長
谷
寺
本
願

院
蔵
刊
『
西
国
順
礼
縁
起
』
が
翻
刻
、
紹
介
さ
れ
て
い
る（
８
）。

最
近
、
恋
田
知
子
氏
は
「『
西
国
巡
礼
縁
起
』
の
構
造
と

展
開（
９
）」

で
、
こ
の
よ
う
な
一
冊
本
の
諸
本
と
二
系
統
の
冥
界

譚
（
徳
道
上
人
・
威
光
上
人
の
冥
界
譚
）
に
つ
い
て
、
詳
し

く
調
査
、
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
国
巡
礼
縁
起
説
話
の

諸
相
、
構
造
、
意
義
な
ど
を
考
察
す
る
。
関
連
文
献
年
譜
を

付
し
て
い
る
の
で
有
益
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
の
校
訂
・
解
読
文
の
注
（
11
）
以
下
（
要

点
⑦
に
相
当
）
に
、
本
書
の
内
容
を
聴
聞
し
た
り
、
読
み
上

げ
た
り
す
る
功
徳
、
効
験
、
利
益
な
ど
を
記
述
し
て
い
る
部
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分
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
か
つ

て
拙
稿
で
も
触
れ
た
通
り（

（（
（

、『
冨
士
人
穴
双
紙
』
に
も
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
霊
場
参

詣
、
巡
礼
の
い
わ
ゆ
る
〈
講
〉
組
織
の
仲
間
う
ち
で
鼓
吹
さ

れ
、
書
き
記
さ
れ
た
り
、
読
み
上
げ
ら
れ
た
り
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
書
が
平
仮
名
主
体
の

本
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
音
読
を
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
形

跡
（
仮
名
遣
い
、
当
て
字
な
ど
）
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
証
さ
れ
よ
う
。

（
注
）

（
１
）　

西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
成
立
、
巡
礼
の
起

源
、
展
開
、
意
義
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多

く
あ
る
が
、
特
に
、
速
水
侑
著
『
観
音
信
仰
』（
塙

選
書
、
昭
和
五
十
七
年
〈
一
九
八
二
〉）
が
手
堅
く
、

詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
真
野
俊
和
編
『
本
尊
巡
礼
』

（
講
座
日
本
の
巡
礼
第
一
巻
、
雄
山
閣
、
平
成
八
年

〈
一
九
九
六
〉）
も
参
考
に
な
る
。

（
２
）　

総
本
山
醍
醐
寺
編
『
枝
葉
抄
、
影
印
・
翻
刻
・
註

解
』（
醍
醐
寺
叢
書
、
研
究
篇
、
勉
誠
出
版
、
平
成

二
十
二
年
〈
二
〇
一
〇
〉）
所
収
。
初
出
は
、
醍
醐

寺
文
化
財
研
究
所
「
研
究
紀
要
」
第
二
十
号
（
平
成

十
七
年
〈
二
〇
〇
五
〉
六
月
）。

（
３
）　

日
本
古
典
全
集
（
昭
和
十
一
年
〈
一
九
三
六
〉
刊
）。

濱
田
敦
・
佐
竹
昭
広
共
編
『
塵
添
壒
囊
鈔
・
壒
囊

鈔
』（
臨
川
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
〈
一
九
六
八
〉）。

（
４
）　

続
群
類
従
第
十
二
輯
上
所
収
。

（
５
）　

続
群
類
従
第
十
三
輯
上
所
収
。

（
６
）　

注
（
２
）
に
同
じ
。
ま
た
、
拙
著
『
と
な
り
の
神

様
仏
様
』（
小
学
館
、
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉）

一
六
一
頁
。

（
７
）　

別
稿
で
翻
刻
・
紹
介
を
予
定
し
て
い
る
。

（
８
）　

略
縁
起
研
究
会
編
『
略
縁
起　

資
料
と
研
究
２
』

（
勉
誠
出
版
、
平
成
十
一
年
〈
一
九
九
九
〉）。

（
９
）　

恋
田
知
子
著
『
仏
と
女
の
室
町　

物
語
草
子
論
』

（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
年
〈
二
〇
〇
八
〉）
第
八
章
。

初
出
は
、「
巡
礼
記
研
究
」
第
三
集
（
平
成
十
八
年

〈
二
〇
〇
六
〉
九
月
）。
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（
10
）　

拙
稿
「『
冨
士
人
穴
双
紙
』（
嘉
永
元
年
写
本
）
翻

刻
並
び
に
解
説
」（
金
城
学
院
大
学
論
集
、
国
文

学
編
第
二
十
七
号
、
通
巻
一
一
二
号
、
昭
和
六
十

年
〈
一
九
八
五
〉
三
月
）。
な
お
、
こ
の
書
の
諸
本

と
研
究
は
小
山
一
成
著
『
富
士
の
人
穴
草
子
、
研

究
と
資
料
』（
文
化
書
房
博
文
社
、
昭
和
五
十
八
年

〈
一
九
八
三
〉）
が
詳
し
い
。

〔
付
記
〕　

本
稿
作
成
に
当
た
り
、
言
語
文
化
研
究
所
準
研
究

員
、
名
嘉
友
子
氏
の
協
力
を
得
た
こ
と
を
付
記
し

て
お
く
。
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表
紙
（
一
オ
）

本
文
冒
頭
（
二
オ
）

本
文
（
二
ウ
）

本
文
末
尾
（
十
一
ウ
）
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【
翻
刻
文
】

一
、
丁
替
わ
り
、
表
・
裏
は
（　

）
内
に
丁
数
、
オ
・
ウ
の

順
で
示
し
た
。

一
、
行
数
は
上
部
に
算
用
数
字
で
示
し
た
。

一
、
本
文
は
す
べ
て
原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
不
審
な
部
分
は
（
マ
マ
）
と
し
た
。

一
、
旧
漢
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
傍
書
は
そ
の
ま
ま
示
し
た
。

一
、「　

」
は
「
よ
り
」、「　

」「
ゝ
」
は
「
候
」
と
し
た
。

西
國
順
礼
大
縁
記
（
中
央
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
一
オ
）

（
白
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
一
ウ
）

１　

抑
れ
い
き
二
ね
ん
の
こ
ろ
大
和
国
は
せ
で
ら
の
か
い
さ

ん

２　

徳
道
上
人
百
万
ぶ
の
ほ
け
経
を
か
き
た
て
御
く

３　

や
う
に
は
一
万
人
の
御
僧
を
し
や
う
じ
く
や
う
あ
る
べ

き

４　

ふ
う
ぶ
ん
な
り
た
ゞ
し
の
ふ
け
に
し
や
う
じ
申
べ
き
人

５　

な
し
と
お
ぼ
し
め
す
お
り
ふ
し
徳
道
上
人
を
ゑ
ん

６　

ま
王
へ
し
や
う
じ
申
さ
れ
て
の
た
ま
わ
く
こ
れ
へ

７　

し
や
う
じ
申
こ
と
べ
ち
の
し
さ
い
に
あ
ら
ず
百
万
ぶ
の

８　

ほ
け
き
や
う
く
や
う
あ
る
べ
き
よ
し
承
候
へ
は
め
で
た

９　

き
こ
と
か
ぎ
り
な
し
然
は
御
道
（
マ
マ
）師

に
は
は
り
ま

10　

の
く
に
し
よ
し
や
の
か
い
さ
ん
し
や
う
く
う
上
人
を　
」

（
二
オ
）

１　

御
申
有
て
御
く
や
う
あ
る
べ
し
と
ゑ
ん
ま
王
の

２　

た
ま
へ
は
其
時
徳
道
上
人
か
き
り
な
く
御
よ
ろ

３　

こ
び
あ
り
て
頓や
が
て而

は
り
ま
の
く
に
へ
下
向
し
た
ま
い
て

４　

此
よ
し
を
し
や
う
く
う
上
人
へ
仰
ら
れ
け
れ
は
し
さ
い

な

５　

く
頓
而
御
同
道
有
大や
ま
と
の和
国
に
て
御
く
や
う
有
す

６　

て
に
け
ち
ぐ
わ
ん
の
ち
上
人
え
ん
ま
王
へ
参
げ
か
う
有

７　

て
の
た
も
ふ
や
う
は
百
万
ぶ
の
法ほ

け花
き
や
う
く
や
う
の

８　

だ
う
し
の
く
り
き
に
よ
つ
て
つ
み
の
ふ
か
き
も
の
と
も

９　

ざ
い
し
や
う
を
め
つ
し
て
と
そ
つ
て
ん
に
む
ま
れ
ん
其

外
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10　

ご
う
か
の
う
ろ
く
ず
さ
ん
や
の
け
だ
も
の
に
い
た
る
ま
」

（
二
ウ
）

１　

て
つ
み
め
つ
し
て
浄
土
に
生
れ
ん
い
わ
く
か
え
す

く

も

２　

有
が
た
く
候
末
世
の
し
ゆ
じ
や
う
成
仏
す
べ
き
た
め
に

３　

御
ふ
せ
を
参
ら
す
べ
く
候
な
り
大
日
本
こ
く
中

４　

に
し
や
う
じ
ん
の
く
わ
ん
ぜ
を
ん
三
十
三
所
ま
し
ま
す

な

５　

り
こ
の
く
わ
ん
を
ん
の
（
マ
マ
）一

た
び
順
礼
を
申
た
ら
ん
も

６　

の
は
か
な
ら
す
浄
土
に
む
か
へ
候
べ
し
と
ゑ
ん
わ
う
か

た
く
御

７　

せ
い
ぐ
わ
ん
有
此
よ
し
あ
ま
ね
く
御
す
ゝ
め
有
て
順
礼

８　

せ
ら
れ
候
へ
と
に
つ
き
を
し
る
し
上
人
に
奉
り
た
ま
へ

ば

９　

か
や
う
に
く
は
し
く
承
候
て
有
が
た
く
存
候
へ
共
い
ま

ほ
ど
の

10　

し
ゆ
じ
や
う
是
を
も
ふ
し
ん
申
べ
く
候
間
誠
御
こ
ゝ
ろ
」

（
三
オ
）

１　

ざ
し
ま
し
ま
さ
ば
し
や
う
も
ん
一
筆
給
り
候
へ
と
申
さ

せ
た

２　

ま
へ
は
ゑ
ん
ま
王
さ
ら
ば
と
て
御
身
よ
り
ち
を
い
だ
し

て

３　

あ
ら
た
に
き
し
や
う
あ
そ
ば
し
け
る
抑
順
礼
の
輩

４　

に
お
い
て
は
十
あ
く
五
ぎ
や
く
の
つ
み
を
む
り
や
う
か

う

５　

が
間
つ
く
り
た
る
人
成
共
つ
み
を
め
つ
し
地
ご
く
に

６　

お
と
す
べ
か
ら
ず
す
み
や
か
に
極
楽
浄
土
く
わ
ん
を
ん

７　

の
御
み
づ
か
ら
れ
ん
だ
い
を
さ
ゝ
げ
し
ゆ
じ
や
う
む
か

８　

い
に
ら
い
か
う
い
ん
じ
や
う
し
た
も
ふ
こ
と
う
た
が
い

な
し

９　

こ
の
こ
と
も（
マ
マ
）ふ

ご
う
な
ら
ば
十
王
共
に
ぢ
ご
く
に
お
つ

べ
き

10　

と
き
し
や
う
と
日
記
を
し
や
う
く
う
上
人
に
奉
り
た
ま

へ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
ウ
）

１　

上
人
か
ぎ
り
な
く
御
よ
ろ
こ
び
有
て
頓
而
つ
の
く
に

２　

な
か
山
て
ら
に
を
さ
め
た
ま
ふ
去
程
に
や
う
ら
う
ぐ
わ

ん
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３　

ね
ん
の
こ
と
な
る
に
熊
野
ご
ん
げ
ん
は
い
や
し
き
ぼ
ん

４　

ふ
に
げ
ん
じ
し
ゆ
し
や
う
御
た
す
け
あ
る
べ
き
御
ぐ
わ

ん
有

５　

な
か
山
寺
よ
り
し
や
う
く
う
上
人
の
お
さ
め
た
ま
ふ
日

６　

記
を
申
い
だ
し
て
は
じ
め
て
順
礼
を
し
た
ま
ふ
そ
の

７　

年
の
す
ゑ
に
く
わ
さ
ん
の
法
皇
御
と
し
十
九
と
申
に

８　

御
出
家
有
て
け
ん
き
の
人
を
た
つ
ね
た
も
ふ
に
有

９　

時
か
わ
ち
の
く
に
石
か
わ
こ
う
り
い
そ
な
か
里さ
と

浄（
マ
マ
）く
う

10　

太
子
の
御
は
か
所
へ
ち
よ
く
し
を
つ
か
わ
さ
れ
し　
　

」

（
四
オ
）

１　

に
い
つ
か
た
共
し
ら
ず
こ
つ
じ
き
ひ
じ
り
壱
人
来
り

２　

た
も
ふ
ち
よ
く
し
す
か
た
を
御
ら
ん
じ
て
有
所
に
御

３　

ま
な
こ
よ
り
こ
ん
じ
き
の
ひ
か
り
さ
し
た
も
ふ
も
（
マ
マ
）

４　

召
く
だ
し
ち
よ
く
し
上
洛
あ
り
て
御み

か
ど
の
せ
ん
じ

５　

に
は
御
ま
な
こ
よ
り
こ
ん
じ
き
の
ひ
か
り
さ
し
た
も
ふ

６　

人
な
れ
は
す
な
わ
ち
御
名
を
仏
げ
ん
上
人
と
せ
ん
じ

７　

を
な
し
く
だ
さ
れ
た
ま
い
て
御
か
い
し
の
御
ほ
う
に

８　

た
の
み
て
御
年
十
九
と
申
に
御
し
ゆ
つ
け
に
て
御
法ほ
う

９　

名
を
ば
に
う
か
く
と
ぞ
申
け
る
其
時
法ほ
う

皇
上
人
に

10　

む
か
い
た
ま
ひ
て
の
た
ま
わ
く
御
ふ
せ
は
七
ち
ん
ま
ん

ぼ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
四
ウ
）

１　

く
に
し
よ
り
や
う
の
ぞ
み
に
ま
か
せ
て
ま
い
ら
す
べ
き

と

２　

仰
け
れ
は
仏
け
ん
上
人
こ
た
へ
て
い
わ
く
わ
れ
こ
つ
じ

３　

き
の
身
な
れ
ば
七
ち
ん
ま
ん
ほ
う
も
む
や
く
な
り
く

４　

に
も
し
よ
り
や
う
も
な
に
か
せ
ん
す
て
に
て
ん
か
の

５　

大
わ
う
に
て
ま
し
ま
せ
共
ひ
と
り
む
ま
れ
て
ひ
と
り

６　

し
す
と
を
も
ふ
め
い
ど
の
み
ち
に
は
王
も
な
し
と
申
せ

７　

は
我
等
が
や
う
な
る
こ
つ
じ
き
し
や
も
ん
ひ
と
り

８　

む
ま
れ
て
ひ
と
り
し
す
べ
し
げ
に
御
心
ざ
し
あ
ら
ば

９　

あ
く
ご
う
ふ
う
き
し
ゆ
生
成
仏
し
候
は
ん
ふ
せ
を
た
ひ

候
へ

10　

と
仰
け
れ
は
法
皇
仰
有
や
う
は
我
末
世
の
く
ら
い　
　

」

（
五
オ
）

１　

を
う
け
す
で
に
天
下
の
王
と
そ
な
わ
り
候
へ
と
も

２　

末
世
の
し
ゆ
じ
や
う
成
仏
し
候
は
ん
為
ふ
せ
を
は
い
か

３　

に
も
し
て
参
ら
せ
た
き
と
仰
け
れ
は
上
人
こ
た
へ
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４　

て
い
わ
く
れ
い
き
二
ね
ん
に
は
り
ま
の
く
に
し
よ
し
や

５　

の
か
い
さ
ん
せ
う
く
う
上
人
に
ゑ
ん
王
よ
り
大
日

６　

本
国
中
に
し
や
う
じ
ん
の
観
世
音
三
十
三
所
ま
し

７　

ま
す
此
そ
じ
や
う
を
に
つ
き
に
し
る
し
せ
う
く
う
上
人

８　

に
奉
り
た
も
ふ
を
津
の
く
に
な
か
山
寺
に
お
さ
め

９　

た
も
ふ
是
を
召
出
し
て
し
ゆ
し
や
う
に
（
マ
マ
）御
た
す
け
候
へ

と

10　

申
さ
せ
た
ま
へ
は
や
す
き
間
（
マ
マ
）こ

と
ゝ
て
頓
而
な
か
山　
」

（
五
ウ
）

１　

て
ら
へ
ち
よ
く
し
を
た
て
ゝ
か
の
に
つ
き
出
し
て
は
い

２　

け
ん
有
永
寛
（
マ
マ
）二
ね
ん
甲
申
年
三
月
十
五
日
法

３　

皇
大（
マ
マ
）里

を
御
た
ち
有
て
御
共
（
マ
マ
）の

人
々
に
は
そ
う

４　

つ
へ（

以

下

マ

マ

）

ん
の
ん
け
ん
は
ん
其
外
く
き
や
う
の
人
々
ほ
つ

５　

し
ん
し
て
御
供
な
り
仏
け
ん
上
人
御
さ
き
だ
ち

６　

に
て
熊
野
な
ち
山
に
う（

マ

マ

）

い
お
う
た
う
よ
り
は
じ
め
て

７　

順
礼
を
し
た
も
ふ
其
時
上
人
の
た
も
ふ
三
十
三
所
く
わ

ん

８　

お
ん
の
御
ま
へ
に
て
御
う
た
一
し
ゆ
つ
ゝ
あ
そ
ば
さ
れ

候
へ

９　

と
有
仏
け
ん
上
人
の
御
う
た
に
三
十
三
ば
ん
み
の
ゝ

10　

た
に
く
み
に
て
あ
そ
ば
し
候
け
さ
ま
て
は
を
や
と
た　
」

（
六
オ
）

１　

の
み
し
を
い
す
る
を
と
き
や
お
さ
む
る
み
の
ゝ
た
に
く

２　

み
世
を
て
ら
す
仏
し
る
し
あ
り
け
れ
は
ま
た
と
も

３　

し
ひ
も
き
ゑ
ぬ
な
り
け
り
よ
ろ
つ
よ
の
ね
か
い
は

４　

こ
ゝ
に
を
さ
め
を
く
水
は
こ
け
よ
り
い
す
る
た
に

５　

く
み
か
く
の
こ
と
く
け
ち
く
わ
ん
有
て
熊
野

６　

な
ち
山
よ
り
み
の
ゝ
た
に
く
み
ま
て
国
か
す
十
二
ヶ
こ

く

７　

み
ち
の
つ
も
り
は
七
百
十
四
り
ま
た
日
の
か
す
は
七
十

８　

五
日
な
り
さ
れ
は
順
礼
三
月
十
五
日
よ
り
は
し
め

９　

て
六
月
朔
日
迄
七
十
五
日
な
り
こ
れ
を
ほ
ん
と
し

10　

て
順
礼
有
へ
く
候
な
り
去
程
に
仏
け
ん
上
人
だ
い
り　
」

（
六
ウ
）

１　

に
参
り
て
一
日
と
う
り
う
成
法
皇
に
た
（
マ
マ
）も
ふ
し
ば

２　

ら
く
こ
れ
に
有
べ
く
候
へ
と
も
熊
野
な
ち
山
し
や
う

３　

く
に
用
有
法
印
に
て
候
間
い
と
ま
申
候
べ
し

４　

な
を
も
つ
て
し
ゆ
じ
や
う
に
御
す
ゝ
め
有
て
順
礼
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５　

か
う
ぎ
や
う
あ
る
べ
し
い
か
な
る
つ
み
ふ
か
き
も
の

６　

な
り
と
も
ざ
い
し
や
う
を
め
つ
し
て
成
仏
う
た
が

７　

い
有
べ
か
ら
す
と
仰
有
て
其
ま
ゝ
か
き
け
す
や
う

８　

に
仏
け
ん
上
人
う
せ
た
も
ふ
其
の
ち
法
皇
せ
ん

９　

じ
に
は
さ
て
此
あ
い
だ
の
仏
け
ん
上
人
は
熊
野
ご
ん

10　

け
ん
の
へ
ん
け
に
て
ま
し
ま
す
な
り
か
ゝ
る
た
つ　
　

」

（
七
オ
）

１　

と
き
御
こ
と
は
よ
に
も
あ
る
へ
く
候
い
ま
一
度
熊
野

２　

に
さ
ん
け
い
申
べ
し
と
て
御
用
い
有
て
く
ま
の
山

３　

し
や
う

く
で
ん
に
つ
き
た
も
ふ
法
皇
御
き
ね
ん

４　

有
や
う
は
あ
を
ぎ
ね
が
わ
く
は
今
一
度
仏
け
ん

５　

上
人
に
た
い
め
ん
さ
せ
て
た
び
た
ま
へ
た
い
め
ん

６　

申
さ
ず
は
二
度
み
や
こ
へ
か
へ
ら
じ
と
御
き
ね
ん

７　

有
て
一
七
日
参
ろ
う
あ
る
所
に
ま
ん
ず
る
夜
は
ん

８　

に
く
ま
の
ゝ
こ
ん
け
ん
た
ま
の
す
た
れ
を
御
あ
け

９　

有
て
あ
ら
た
に
げ
ん
じ
い
て
さ
せ
た
ま
へ
（
マ
マ
）法

皇
に

10　

を
か
ま
れ
さ
せ
た
も
ふ
御
た
く
せ
ん
有
て
抑
順
礼
の　
」

（
七
ウ
）

１　

輩
と
も
が
らに
を
い
て
は
こ
ん
生
に
て
か
い
と
く
げ
だ
つ
の
た
ね

を

２　

あ
ん
の
ん
に
ま
も
る
べ
し
ま
た
ら
い
せ
に
て
は
七
世
の

３　

ぶ
も
き
や
う
だ
い
け
ん
ぞ
く
に
至
迄
成
仏
せ
さ
せ
ん
こ

４　

と
う
た
が
い
有
べ
か
ら
す
た
と
へ
六
親
の
う
ち
に
一
人

５　

も
れ
あ
く
だ
う
へ
お
つ
る
こ
と
あ
ら
ば
わ
れ
其
く

６　

る
し
み
を
た
す
け
順
礼
の
一
も
ん
も
ら
さ
す
成

７　

仏
せ
さ
せ
ん
こ
と
う
た
が
い
な
し
と
こ
ん
け
ん
御
た

８　

く
せ
ん
有
順
礼
の
人
々
ま
ゆ
の
間
と
あ
し
の
う

９　

ら
と
に
こ
ん
じ
き
の
ぼ
ん
じ
す
わ
る
な
り
一
ば
ん

10　

に
あ
び
ら
う
ん
け
ん
二
は
ん
に
南
無
阿
弥
陀
仏
三　
　

」

（
八
オ
）

１　

は
ん
に
な
む
大
じ
大
ひ
観
せ
を
ん
と
と
の
ふ
へ
し

２　

と
の
た
く
せ
ん
な
り
法
皇
も
弥
々
た
つ
と
く
を

３　

ぼ
し
め
し
其
後
な
ち
に
せ
ん
に
ち
御
こ
も
り
有

４　

て
御
げ
か
う
の
時
は
か
さ
ね
て
御
じ
ゆ
ん
れ
い
法

５　

皇
も
二
度
御
順
礼
熊
の
ゝ
こ
ん
け
ん
も
一
度
は

６　

い
や
し
き
ぼ
ん
ぶ
に
へ
ん
じ
一
度
は
仏
け
ん
上
人
に
成

７　

て
二
度
御
し
ゆ
ん
れ
い
あ
り
い
か
に
い
わ
ん
や
た
か

８　

き
い
や
し
き
お
し
な
め
て
順
礼
申
さ
ぬ
人
は
た
ゝ
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９　

み
を
お
も
は
ぬ
こ
ゝ
ろ
成
べ
し
又
順
礼
に
十
の
と
く

10　

の
こ
と
一
に
は
ほ
と
け
の
三
十
二
そ
う
を
ぐ
そ
く
し
六

く
わ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
八
ウ
）

１　

お
ん
の
ぼ
ん
じ
眞
の
て
に
す
わ
る
な
り
二
つ
に

２　

は
し
や
う
じ
ん
あ
い
ぜ
ん
の
ま
ね
き
六
道
り
ん
ゑ
の

３　

く
を
は
な
れ
じ
き
に
成
仏
う
た
が
い
な
し
三
つ
に

４　

は
七
な
ん
そ
く
め
つ
七
ふ
く
そ
く
し
や
う
な
る
べ
し

５　

四
つ
に
は
ぐ
ち
の
つ
み
め
つ
し
て
ち
へ
さ
い
か
く
を
か

う
む
り

６　

ひ
ん
せ
ん
の
も
の
は
ふ
つ
き
あ
た
へ
ぶ
つ
ほ
う
を
さ

７　

づ
け
た
も
ふ
な
り
五
つ
に
は
げ
ん
ぜ
あ
ん
の
ん
む

８　

ひ
や
う
ゑ
ん
め
い
し
そ
ん
は
ん
じ
や
う
す
六
つ
に
は
三

あ

９　

く
た
う
に
ま
よ
わ
ず
あ
く
じ
さ
い
な
ん
の
が
し

10　

た
も
ふ
な
り
七
つ
に
は
一
生
の
間
せ
ん
そ
う
を　
　
　

」

（
九
オ
）

１　

く
や
う
す
る
に
あ
た
る
な
り
八
つ
に
は
仏
神
の
か
い

２　

ご
有
て
な
に
ご
と
も
し
よ
ぐ
わ
ん
じ
や
う
ぢ（
マ
マ
）う

九
つ
に

３　

は
す
な
わ
ち
浄
土
に
む
ま
る
ゝ
十
に
は
ふ
だ
ら
く

４　

せ
か
い
に
い
た
り
て
く
わ
ん
を
ん
と
だ
う
ざ
す
る
な

５　

り
又
こ
ん
け
ん
の
御
た
く
せ
ん
に
我
ま
へ
に
む
ち

６　

を
う
ち
馬
に
の
り
て
三
十
三
度
参
ら
ん
よ
り
こ
つ

７　

じ
き
を
し
て
成
共
一
度
順
礼
を
し
て
我
ま
へ

８　

に
参
る
な
ら
ば
三
つ
の
き
さ
は
し
を
お
り
て

９　

三
と
ら
い
は
い
を
し
て
か
へ
す
べ
し
と
の
御
た
く

10　

せ
ん
な
り
た
と
へ
は
順
礼
の
そ
み
な
れ
共
て　
　
　
　

」

（
九
ウ
）

１　

あ
し
の
か
な
わ
ぬ
人
は
三
十
三
ま
い
の
ふ
だ
を
し
よ
も

ふ

２　

し
て
い
ゑ
の
う
ち
に
を
す
べ
し
一
ど
し
ゆ
ん
れ
い
に

３　

む
か
ふ
へ
し
一
度
し
ゆ
ん
礼
の
人
に
や
と
か
し

４　

一
か
の
な
か
れ
を
く
む
人
は
か
な
ら
す
成
仏
う

５　

た
か
い
有
へ
か
ら
す
又
札
を
う
ち
に
た
る
其
い
へ
に

６　

は
忝
な
く
も
天
照
大
神
熊
野
の
こ
ん
け
ん
三

７　

十
三
所
く
わ
ん
お
ん
毎
日
御
や
う
こ
う
あ
る
へ
き

８　

と
御
ち
か
い
な
り
ま
た
ふ
じ
こ
ん
け
ん
の
御
た
く

９　

せ
ん
に
有
順
礼
の
く
ど
く
か
う
だ
い
な
る
ゆ
へ
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10　

た
に
く
み
に
て
ふ
だ
を
打
を
さ
め
そ
れ
よ
り　
　
　
　

」

（
十
オ
）

１　

ふ
じ
ぜ
ん
じ
や
う
い
た
し
候
は
ゝ
一
夜
こ
り
に
て

２　

ぜ
ん
じ
や
う
は
た
す
へ
し
と
の
御
ち
か
い
な
り

３　

き
や
う
に
い
わ
く
た
か
さ
も
四
十
里
ひ
ろ
さ
も

４　

四
十
里
四
方
石
を
て
ん
に
ん
の
あ
ま
の
は
こ

５　

ろ
も
の
み
て
に
て
三
ね
ん
一
ど
つ
ゝ
な
て
ゝ
な

６　

て
つ
く
す
こ
と
あ
る
と
も
ち
ゝ
は
ゝ
の
を
ん
ほ
う

７　

じ
が
た
し
去
な
が
ら
さ
い
こ
く
三
十
三
所

８　

し
ゆ
ん
れ
い
一
と
い
た
し
た
る
と
も
が
ら
は

９　

か
な
ら
す
ち
ゝ
は
ゝ
の
を
ん
は
う
ず
る
な

10　

り
此
ゑ
ん
ぎ
一
度
ち
や
う
も
ん
の
人
は
し
ゆ
ん　
　
　

」

（
十
ウ
）

１　

れ
い
一
度
し
た
る
に
あ
た
る
べ
し
こ
の
ゑ
ん
ぎ

２　

と
申
は
忝
も
ゑ
ん
ま
お
う
さ
ん
た
ん
に

３　

し
て
し
や
う
じ
ん
の
御
毫
に
て
自
筆
か

４　

き
を
く
り
た
も
ふ
も
の
な
り
是
し
ん
か
う

５　

の
人
は
じ
ゆ
み
や
う
長
を
ん
に
し
て
七
ち
ん

６　

ま
ん
ほ
う
の
い
つ
み
わ
き
又
こ
れ
を
う
た

７　

が
ふ
人
の
ま
へ
に
て
は
か
た
る
こ
と
な
か
れ

８　

こ
れ
を
う
た
が
ふ
人
は
其
身
は
か
り
に
て

９　

あ
る
へ
か
ら
す
六
し
ん
け
ん
そ
く
共
に
あ
く

10　

た
う
へ
お
つ
へ
き
も
の
な
り
み
ぎ
此
ゑ
ん
ぎ　
　
　
　

」

（
十
一
オ
）

１　

一
日
に
一
度
よ
む
べ
し
若
よ
ま
す
は
あ
し

２　

た
こ
と
に
い
た
ゝ
く
へ
し
其
日
の
つ
み
を

３　

め
つ
し
み
ら
い
佛
く
わ
に
い
た
る
な
り
し
ん

４　

ぐ
す
べ
し
か
へ
す

く
も
今
生
は
か
り

５　

の
や
と
一
大
事
と
い
わ
ん
は
是
後
生
ぼ

６　

だ
い
な
る
べ
し
ゆ
だ
ん
あ
る
べ
か
ら
さ
る

７　

も
の
な
り
し
か
り
と
い
ゑ
と
も
ふ
し
ん

８　

く
の
人
は
是
を
聞
て
む
や
く
な
る
へ
じ
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　

」

（
十
一
ウ
）

（
白
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
十
二
オ
）

（
白
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
十
二
ウ
）
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【
校
訂
・
解
読
文
】

一
、
段
落
を
適
宜
施
し
た
。

一
、
丁
替
わ
り
、
表
・
裏
は
省
略
し
た
。

一
、
句
読
点
、
濁
点
を
適
宜
施
し
た
。

一
、
平
仮
名
を
漢
字
に
、
漢
字
を
平
仮
名
に
適
宜
改
め
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

一
、「
有
」「
其
」「
此
」「
是
」「
成
」「
去
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
あ
り
」「
そ
の
」「
こ
の
」「
こ
れ
」「
な
り
」「
さ
る
」

と
し
た
。

一
、
旧
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

一
、
要
検
討
部
分
は
〈　

〉
内
に
原
文
を
入
れ
て
傍
書
し
た
。

一
、
語
を
補
っ
た
部
分
は
（　

）
内
に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
原
文
通
り
の
部
分
は
（
マ
マ
）
と
傍
書
し
た
。

一
、（
注
）
を
適
宜
施
し
た
。

西
国
順
礼
大
縁
記

抑
、
霊
亀
二
年（
１
）
の
頃
、
大
和
（
の
）
国
長
谷
寺
の
開
山

徳
道（
２
）

上
人
百
万
部
の
法
華
経
を
書
き
た
て
、
御
供
養
に
は
、

一
万
人
の
御
僧
を
請
じ
、
供
養
あ
る
べ
き
風
聞
な
り
。
た
だ

し
、「
能
化
に
請
じ
申
（
す
）
べ
き
人
無
し
」
と
お
ぼ
し
め

す
折
節
、
徳
道
上
人
を
閻
魔
へ
請
じ
申
さ
れ
て
の
た
ま
は
く
、

「
こ
れ
へ
請
じ
申
（
す
）
こ
と
別
の
子
細
に
あ
ら
ず
。
百
万

部
の
法
華
経
供
養
あ
る
べ
き
由
承
（
り
）
候
へ
ば
、
め
で
た

き
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。
然
（
れ
）
ば
、
御
導
師
に
は
、
播
磨

の
国
書
写
の
開
山
性
空（
３
）上

人
を
御
申
（
し
）
あ
り
て
、
御
供

養
あ
る
べ
し
」
と
閻
魔
王
の
た
ま
へ
ば
、
そ
の
時
、
徳
道
上

人
か
ぎ
り
な
く
御
喜
び
あ
り
て
、
や
が
て
播
磨
の
国
へ
下
向

し
給
ひ
て
、
こ
の
由
を
性
空
上
人
へ
仰
（
せ
）
ら
れ
け
れ
ば
、

子
細
な
く
、
や
が
て
御
同
道
あ
り
、
大
和
の
国
に
て
御
供
養

あ
り
。

す
で
に
結
願
。
後
、
上
人
閻
魔
王
へ
参
（
る
）。
下
向
あ

り
て
の
た
ま
ふ
や
う
は
、「
百
万
部
の
法
花
経
供
養
の
導
師

の
功
力
に
よ
つ
て
、
罪
障
深
き
者
ど
も
罪
障
を
滅
し
て
、
兜

率
天
に
生
ま
れ
ん
。
そ
の
外
、
業
果
の
鱗
、
山
野
の
獣
に
至

る
ま
で
、
罪
滅
し
て
浄
土
に
生
（
ま
）
れ
ん
」。
曰
く
、「
か

へ
す
が
へ
す
も
あ
り
が
た
く
候
（
ふ
）。
末
世
の
衆
生
成
仏

す
べ
き
た
め
に
、
御
布
施
を
参
ら
す
べ
く
候
（
ふ
）
な
り
。
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大
日
本
国
中
に
、
生
身
の
観
世
音
三
十
三
所
ま
し
ま
す
な

り
。
こ
の
観
音
の
（
マ
マ
）一
度
順
礼
を
申
（
し
）
た
ら
ん
者
は
、
必

ず
浄
土
に
迎
へ
候
（
ふ
）
べ
し
」
と
閻
王
か
た
く
御
誓
願
あ

り
。「
こ
の
由
あ
ま
ね
く
御
勧
め
あ
り
て
、
順
礼
せ
ら
れ
候

へ
」
と
日
記
を
記
し
、
上
人
に
奉
り
給
へ
ば
、「
か
や
う
に

詳
し
く
承
（
り
）
候
（
ひ
）
て
、
あ
り
が
た
く
存
（
じ
）
候

へ
ど
も
、
今
ほ
ど
の
衆
生
、
こ
れ
を
不
信
申
（
す
）
べ
く

候
（
ふ
）
間
、
誠
（
に
）
御
志
ま
し
ま
さ
ば
、
証
文
一
筆
給

（
は
）
り
候
へ
」
と
申
さ
せ
給
へ
ば
、
閻
魔
王
「
さ
ら
ば
」

と
て
、
御
身
よ
り
血
を
出
だ
し
て
新
た
に
祈
請
あ
そ
ば
し
け

る
。「
抑
、
順
礼
の
輩
に
お
い
て
は
、
十
悪
五
逆
の
罪
を
無

量
劫
が
間
作
り
た
る
人
な
り
と
も
、
罪
を
滅
し
地
獄
に
堕
と

す
べ
か
ら
ず
。
速
や
か
に
極
楽
浄
土
（
に
）、
観
音
の
御
自

ら
蓮
台
を
捧
げ
、
衆
生
迎
ひ
に
来
迎
、
引
摂
し
給
ふ
こ
と
候

ひ
な
し
。
こ
の
事
も
（
し
）
不
合
な
ら
ば
、
十
王
と
も
に
地

獄
に
堕
つ
べ
き
」
と
、
祈
請
と
日
記
を
性
空
上
人
に
奉
り
給

へ
ば
、
上
人
か
ぎ
り
な
く
御
喜
び
あ
り
て
、
や
が
て
津
の
国

中
山
寺
に
納
め
給
ふ
。

さ
る
程
に
、
養
老
元
年（
４
）の
こ
と
な
る
に
、
熊
野
権
現
は
卑

し
き
凡
夫
に
現
じ
、
衆
生
御
助
け
あ
る
べ
き
御
願
あ
り
。
中

山
寺
よ
り
性
空
上
人
の
納
め
給
ふ
日
記
を
申
（
し
）
出
だ
し

て
、
始
め
て
順
礼
を
し
給
ふ
。
そ
の
年
の
末
に
花
山（
５
）の

法
皇

御
年
十
九
と
申
（
す
）
に
、
御
出
家
あ
り
て
、
験
気
の
人
を

尋
ね
給
ふ
に
、
あ
る
時
、
河
内
の
国
石
川
郡
磯
長
里
、
上〈
浄
く
う
〉宮

太
子
の
御
墓
所（
６
）へ

勅
使
を
遣
は
さ
れ
し
に
、
何
方
と
も
知
ら

ず
乞
食
聖
壱
人
来
（
た
）
り
給
ふ
。
勅
使
姿
を
ご
覧
じ
て
あ

る
と
こ
ろ
に
、
御
眼
よ
り
金
色
の
光
差
し
給
ふ
も
（
の
）
召

（
し
）
下
し
、
勅
使
上
洛
あ
り
て
、
帝
の
宣
旨
に
は
、「
御
眼

よ
り
金
色
の
光
差
し
給
ふ
人
な
れ
ば
、
す
な
は
ち
御
名
を
仏

眼（
７
）上

人
」
と
宣
旨
を
な
し
下
さ
れ
給
ひ
て
、
御
戒
師
の
御
房

に
頼
み
て
、
御
年
十
九
と
申
（
す
）
に
、
御
出
家
に
て
、
御

法
名
を
ば
入
覚
と
ぞ
申
（
し
）
け
る
。
そ
の
時
、
法
皇
上

人
に
向
か
ひ
給
ひ
て
の
た
ま
は
く
、「
御
布
施
は
七
珍
万
宝
、

国
、
所
領
、
望
み
に
任
せ
て
参
ら
す
べ
き
」
と
仰
（
せ
）
け

れ
ば
、
仏
眼
上
人
答
へ
て
曰
く
、「
我
れ
乞
食
の
身
な
れ
ば
、

七
珍
万
宝
も
無
益
な
り
。
国
も
所
領
も
な
に
か
せ
ん
。
す
で

に
天
下
の
大
王
に
て
ま
し
ま
せ
ど
も
、
ひ
と
り
生
ま
れ
て
ひ

と
り
死
す
と
思
ふ
。
冥
土
の
道
に
は
王
も
な
し
と
申
せ
ば
、
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我
等
が
や
う
な
る
乞
食
沙
門
も
ひ
と
り
生
ま
れ
て
ひ
と
り
死

す
べ
し
。
げ
に
御
志
〈
心
ざ
し
〉あ

ら
ば
、
悪
業
、
富
貴
、
衆
生
成
仏
し

候
は
ん
布
施
を
賜
び
候
へ
」
と
仰
（
せ
）
け
れ
ば
、
法
皇
仰

（
せ
）
あ
る
や
う
は
、「
我
れ
末
世
の
位
を
受
け
、
す
で
に

天
下
の
王
と
そ
な
は
り
候
へ
ど
も
、
末
世
の
衆
生
成
仏
し
候

は
ん
た
め
、
布
施
を
ば
い
か
に
も
し
て
参
ら
せ
た
き
」
と
仰

（
せ
）
け
れ
ば
、
上
人
答
へ
て
曰
く
、「
霊
亀
二
年
に
、
播
磨

の
国
書
写
の
開
山
性
空
上
人
に
、
閻
魔
王
よ
り
大
日
本
国
中

に
生
身
の
観
世
音
三
十
三
所
ま
し
ま
す
、
こ
の
訴
状
を
日
記

に
記
し
、
性
空
上
人
に
奉
り
給
ふ
を
、
津
の
国
中
山
寺
に
納

め
給
ふ
。
こ
れ
を
召
（
し
）
出
（
だ
）
し
て
衆
生
に
（
マ
マ
）御
助
け

候
へ
」
と
申
さ
せ
給
へ
ば
、
や
す
き
間
（
マ
マ
）こ

と
と
て
、
や
が
て

中
山
寺
へ
勅
使
を
立
て
て
、
彼
の
日
記
出
（
だ
）
し
て
拝
見

あ
り
。

永
寛
（
マ
マ
）二

年（
８
）甲

申
年
三
月
十
五
日
、
法
皇
内〈
大
里
〉裏

を
御
発
ち
あ

り
て
、
御
供
の
人
々
に
は
、
僧
都（
９
）
へ（

以

下

マ

マ

）

ん
の
ん
、
け
ん
は
ん
、

そ
の
外
、
公
卿
の
人
々
発
心
し
て
御
供
な
り
。
仏
眼
上
人
御

先
達
に
て
、
熊
野
那
智
山
如〈
に
う
い
お
う
〉

意
輪
堂
よ
り（

（（
（

始
め
て
、
順
礼
を

し
給
ふ
。
そ
の
時
、
上
人
の
た
ま
ふ
「
三
十
三
所
観
音
の
御

前
に
て
御
歌
一
首
づ
つ
あ
そ
ば
さ
れ
候
へ
」
と
あ
り
。
仏
眼

上
人
の
御
歌
に
、
三
十
三
番
美
濃
の
谷
汲
に
て
あ
そ
ば
し
候

（
ふ
）。今

朝
ま
で
は
親
と
頼
み
し
笈
摺
を
解
き
や
納
む
る
美

濃
の
谷
汲

世
を
照
ら
す
仏
し
る
し
あ
り
け
れ
ば
ま
だ
灯
も
消
え

ぬ
な
り
け
り

万
代
の
願
ひ
は
こ
こ
に
納
め
置
く
水
は
苔
よ
り
出
づ

る
谷
汲

か
く
の
ご
と
く
結
願
あ
り
て
、
熊
野
那
智
山
よ
り
美
濃
の
谷

汲
ま
で
、
国
数
十
二
ヶ
国
、
道
の
積
も
り
は
七
百
十
四
里
、

ま
た
、
日
の
数
は
七
十
五
日
な
り
。
さ
れ
ば
、
順
礼
三
月

十
五
日
よ
り
始
め
て
、
六
月
朔
日
ま
で
七
十
五
日
な
り
。
こ

れ
を
本
と
し
て
、
順
礼
あ
る
べ
く
候
（
ふ
）
な
り
。

さ
る
程
に
、
仏
眼
上
人
内
裏
に
参
り
て
一
日
逗
留
な
り
、
法

皇
に
（
の
）
た
ま
ふ
。「
し
ば
ら
く
こ
れ
に
あ
る
べ
く
候

へ
ど
も
、
熊
野
那
智
山
証
誠
殿
に
用
あ
り
。
法
印
に
て
候

（
ふ
）
間
、
い
と
ま
申
（
し
）
候
（
ふ
）
べ
し
。
な
ほ
も
つ

て
衆
生
に
御
勧
め
あ
り
て
、
順
礼
興
行
あ
る
べ
し
。
い
か
な

文教大学　言語と文化　第26号

（19）
－218－



る
罪
深
き
者
な
り
と
も
、
罪
障
を
滅
し
て
成
仏
疑
ひ
あ
る
べ

か
ら
ず
」
と
仰
（
せ
）
あ
り
て
、
そ
の
ま
ま
掻
き
消
す
や

う
に
、
仏
眼
上
人
失
せ
給
ふ
。
そ
の
後
、
法
皇
宣
旨
に
は
、

「
さ
て
こ
の
間
の
仏
眼
上
人
は
、
熊
野
権
現
の
変
化
に
て
ま

し
ま
す
な
り
。
か
か
る
た
つ
と
き
御
事
は
世
に
も
あ
る
べ
く

候
（
ふ
）。
い
ま
一
度
、
熊
野
に
参
詣
申
（
す
）
べ
し
」
と

て
、
御
用
意
あ
り
て
、
熊
野
山
証
誠
殿
に
着
き
給
ふ
。
法
皇

御
祈
念
あ
る
や
う
は
、「
仰
ぎ
願
は
く
は
、
今
一
度
仏
眼
上

人
に
対
面
せ
さ
せ
て
賜
び
給
へ
。
対
面
申
さ
ず
は
、
二
度
都

へ
帰
ら
じ
」
と
御
祈
念
あ
り
て
、
一
七
日
参
籠
あ
る
と
こ
ろ

に
、
満
ず
る
夜
半
に
、
熊
野
の
権
現
玉
の
簾
を
御
開
け
あ
り

て
、
新
た
に
現
じ
出
で
さ
せ
給
へ
（
マ
マ
）、

法
皇
に
拝
ま
れ
さ
せ
給

ふ
。
御
託
宣
あ
り
て
、「
抑
、
順
礼
の
輩
に
お
い
て
は
、
今

生
に
て
戒
徳
、
解
脱
の
種
を
安
穏
に
守
る
べ
し
。
ま
た
、
来

世
に
て
は
七
世
の
父
母
、
兄
弟
、
眷
属
に
至
る
ま
で
、
成
仏

せ
さ
せ
ん
こ
と
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
た
と
へ
六
親
の
う
ち

に
一
人
漏
れ
、
悪
道
に
堕
つ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
我
れ
そ
の
苦

し
み
を
助
け
、
順
礼
の
一
門
漏
ら
さ
ず
成
仏
せ
さ
せ
ん
こ
と

疑
ひ
な
し
」
と
、
権
現
御
託
宣
あ
り
。「
順
礼
の
人
々
、
眉

の
間
と
足
の
裏
と
に
、
金
色
の
梵
字
座
る
な
り
。
一
番
に
あ

び
ら
う
ん
け
ん
、
二
番
に
南
無
阿
弥
陀
仏
、
三
番
に
南
無
大

慈
大
悲
観
世
音
と
称
ふ
べ
し
」
と
の
託
宣
な
り
。
法
皇
も

弥
々
た
つ
と
く
思
し
め
し
、
そ
の
後
、
那
智
に
千
日
御
籠
り

あ
り
て
、
御
下
向
の
時
は
、
重
ね
て
御
順
礼
。
法
皇
も
二
度

御
順
礼
、
熊
野
の
権
現
も
一
度
は
卑
し
き
凡
夫
に
変
じ
、
一

度
は
仏
眼
上
人
に
な
り
て
、
二
度
御
順
礼
あ
り
。
何
に
況
ん

や
高
き
卑
し
き
お
し
並
め
て
、
順
礼
申
さ
ぬ
人
は
た
だ
身
を

思
は
ぬ
心
な
る
べ
し
。

又
、
順
礼
に
十
の
徳
の
こ
と
。
一
（
つ
）
に
は
、
仏
の

三
十
二
相
を
具
足
し
、
六
観
音
の
梵
字
真
の
手
に
座
る
な

り
。
二
つ
に
は
、
生
身
愛
染
の
招
き
、
六
道
輪
廻
の
苦
を
離

れ
、
直
に
成
仏
疑
ひ
な
し
。
三
つ
に
は
、
七
難
即
滅
、
七
福

即
生
な
る
べ
し
。
四
つ
に
は
、
愚
痴
の
罪
滅
し
て
、
智
恵
、

才
覚
を
蒙
り
、
貧
賤
の
者
は
富
貴
与
へ
、
仏
法
を
授
け
給
ふ

な
り
。
五
つ
に
は
、
現
世
安
穏
、
無
病
延
命
、
子
孫
繁
生
す
。

六
つ
に
は
、
三
悪
道
に
迷
は
ず
、
悪
事
、
災
難
逃
し
給
ふ
な

り
。
七
つ
に
は
、
一
生
の
間
千
僧
を
供
養
す
る
に
当
た
る
な

り
。
八
つ
に
は
、
仏
神
の
介
護
あ
り
て
、
何
事
も
所
願
成
就
。
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九
つ
に
は
、
す
な
は
ち
浄
土
に
生
ま
る
る
。
十
に
は
、
補
陀

落
世
界
に
至
り
て
、
観
音
と
同
座
す
る
な
り
。

又
、
権
現
の
御
託
宣
に
、「
我
（
が
）
前
に
鞭
を
打
ち
、

馬
に
乗
り
て
三
十
三
度
参
ら
ん
よ
り
、
乞
食
を
し
て
な
り
と

も
、
一
度
順
礼
を
し
て
、
我
（
が
）
前
に
参
る
な
ら
ば
、
三

つ
の
階
を
降
り
て
、
三
度
礼
拝
を
し
て
返
す
べ
し
」
と
の
御

託
宣
な
り
。
た
と
へ
ば
、
順
礼
望
み
な
れ
ど
も
、
手
足
の
適

は
ぬ
人
は
、
三
十
三
枚
の
札
を
所
望
し
て
、
家
の
内
に
押
す

べ
し
。
一
度
順
礼
に
向
か
ふ
べ
し
。
一
度
順
礼
の
人
に
宿
貸

し
、
一
家
の
流
れ
を
汲
む
人
は
必
ず
成
仏
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら

ず
。
又
、
札
を
打
ち
た
る
そ
の
家
に
は
、
忝
く
も
天
照
大
神
、

熊
野
の
権
現
三
十
三
所
観
音
毎
日
御
影
向
あ
る
べ
き
」
と
御

誓
ひ
な
り
。

ま
た
、
富
士
権
現
の
御
託
宣
に
あ
り
。「
順
礼
の
功
徳
広

大
な
る
故
、
谷
汲
に
て
札
を
納
め
、
そ
れ
よ
り
富
士
禅
定
致

し
候
は
ば
、
一
夜
垢
離
に
て
禅
定
果
た
す
べ
し
」
と
の
御
誓

ひ
な
り
。

経
に
曰
く
、「
高
さ
も
四
十
里
、
広
さ
も
四
十
里
、
四
万

石
を
天
人
の
天
の
羽
衣
の
御
手
に
て
、
三
年
一
度
づ
つ
撫
で

て
撫
で
尽
く
す
こ
と
あ
る
と
も
、
父
、
母
の
恩
報
じ
難
し
」。

さ
り
な
が
ら
、
西
国
三
十
三
所
順
礼
一
度
致
し
た
る
輩
は
、

必
ず
、
父
、
母
の
恩
報
ず
る
な
り
。

こ
の（

（（
（

縁
起
一
度
聴
聞
の
人
は
、
順
礼
一
度
し
た
る
に
当
た

る
べ
し
。
こ
の
縁
起
と
申
（
す
）
は
、
忝
く
も
閻
魔
王
賛
嘆

に
し
て
、
生
身
の
御
毫
に
て
、
自
筆
書
き
送
り
給
ふ
も
の
な

り
。
こ
れ
信
仰
の
人
は
寿
命
長
遠
に
し
て
、
七
珍
万
宝
の
泉

湧
き
、
又
、
こ
れ
を
疑
ふ
人
の
前
に
て
は
、
語
る
こ
と
勿
れ
。

こ
れ
を
疑
ふ
人
は
そ
の
身
ば
か
り
に
て
あ
る
べ
か
ら
ず
、
六

親
、
眷
属
と
も
に
悪
道
へ
堕
つ
べ
き
も
の
な
り
。

右
、
こ
の
縁
起
一
日
に
一
度
読
む
べ
し
。
若
（
し
）
読
ま

ず
は
、
朝
ご
と
に
載
く
べ
し
。
そ
の
日
の
罪
を
滅
し
、
未
来

仏
果
に
至
る
な
り
。
信
心
す
べ
し
。
か
へ
す
が
へ
す
も
、
今

生
ば
か
り
の
宿
、
一
大
事
と
い
は
ん
は
、
こ
れ
後
生
菩
提
な

る
べ
し
。
油
断
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
し
か
り
と
い

へ
ど
も
、
不
信
心
の
人
は
、
こ
れ
を
聞
く
無
益
な
る
べ
し
。

（
注
）

（
１
）　

七
一
六
年
。
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（
２
）　

斉
明
天
皇
二
年
（
六
五
六
）―

？
。
奈
良
時
代
の

僧
。
播
磨
国
の
人
。
俗
姓
は
矢
田
部
造
。
天
武
四
年

（
六
七
五
）
二
十
歳
で
出
家
し
て
、
私
度
の
沙
弥
に

な
る
。
大
和
国
長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
を
造
立
、
神

亀
四
年
（
七
二
八
）
長
谷
寺
を
建
立
し
た
と
さ
れ
る
。

（
３
）　

？―
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）。
平
安
時
代
中
期
の

僧
。
俗
姓
は
橘
氏
。
橘
善
根
の
子
、
書
写
上
人
、
書

写
聖
と
も
。
天
台
宗
の
僧
で
、康
保
三
年
（
九
六
六
）

書
写
山
円
教
寺
を
創
建
。
花
山
法
皇
、
源
信
、
和
泉

式
部
、
藤
原
道
長
等
が
尊
崇
し
て
帰
依
す
る
。
な
お
、

性
空
上
人
は
平
安
時
代
中
期
の
僧
で
、
徳
道
上
人
と

は
時
代
的
に
合
わ
な
い
。『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊

験
記
真
鈔
』（
宝
永
二
年
刊
）
で
は
、
法
華
経
供
養

の
後
、
徳
道
上
人
が
閻
魔
王
宮
に
参
っ
て
い
る
。
近

世
期
の
伝
承
で
は
、
徳
道
が
頓
死
し
て
冥
界
に
至
り
、

閻
魔
王
よ
り
観
音
霊
場
三
十
三
所
を
示
さ
れ
、
巡
礼

す
る
よ
う
告
げ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
。

（
４
）　

七
一
七
年
。

（
５
）　

安
和
元
年
（
九
六
八
）―

寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）。

第
六
十
五
代
天
皇
。
在
位
は
永
観
二
年
（
九
八
四
）

―

寛
和
二
年
（
九
八
六
）。
冷
泉
天
皇
の
第
一
皇
子
。

藤
原
兼
家
の
謀
略
に
よ
り
、
花
山
寺
（
元
慶
寺
）
で

出
家
、
法
名
入
覚
。
そ
の
後
、
書
写
山
に
参
り
性
空

に
結
縁
、
比
叡
山
、
熊
野
山
な
ど
を
巡
っ
て
修
行
し

た
。

（
６
）　

大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
に
あ
る
聖
徳
太
子
御
廟
。

磯し
な
が長
の
墓
。
聖
徳
太
子
追
福
の
た
め
に
建
立
さ
れ
、

俗
に
上
の
太
子
と
呼
ば
れ
る
叡
福
寺
境
内
の
奥
に
あ

る
。

（
７
）　

石
川
寺
（
叡
福
寺
の
別
称
）
の
僧
と
い
う
が
、
未
詳
。

熊
野
権
現
の
変
化
と
さ
れ
る
。
な
お
、
叡
福
寺
の
南

に
は
、
花
山
法
皇
が
建
立
し
た
と
い
う
仏
眼
寺
の
寺

址
が
あ
る
。

（
８
）　

永
観
の
誤
り
。
九
八
四
年
。

（
９
）　

こ
の
部
分
、『
西
国
霊
場
縁
起
』（
天
文
五
年
写
、
松

尾
寺
蔵
）
で
は
「
中
山
寺
の
了
長
僧
都
、
弁
光
法
印
、

能
範
法
印
両
三
人
を
召
具
し
て
」、『
西
国
順
礼
縁

起
』（
至
徳
五
年
刊
、
長
谷
寺
本
願
院
蔵
刊
）
で
は
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「
弁
光
僧
正
、
良
重
、
祐
懐
と
共
に
」
と
す
る
。
ま

た
、『
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
』（
嘉
永
六
年
刊
）

で
は
、「
冥
応
集
云
…
弁
光
僧
正
、
良
重
、
祐
懐
と

共
に
」
と
あ
る
。

（
10
）　
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
真
鈔
』
で
は
「
先
熊

野
那
智
山
如
意
輪
堂
よ
り
」
と
す
る
。
注
（
９
）
の

前
二
本
も
同
じ
。

（
11
）　

以
下
の
二
段
落
、
こ
の
縁
起
聴
聞
の
功
徳
と
利
益
を

説
き
、
不
信
者
の
無
益
を
述
べ
る
。
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Saigoku Junrei Daiengi  of the Late Edo Period

Taiichi Inagaki

This paper explores the Saigoku Junrei Daiengi.  A simple 
description of background is accompanied by explanation of 
the details of reprint and revision.

Main points are addressed first with an outline of 
bibliographical data and content. The discussion then probes 
the historical origins of the pilgrimage to Saigoku’s Thirty- 
three Sacred Kannons and the various aspects of its narrative.

Finally, the special characteristics of this narrative’s
transmission are discussed with a view to its status, 
establishment and background.


